自己組織のトリグリシジルアミンによる架橋処理後の組織強度と抗石灰化効果についての検討 by 佐藤 真剛












氏名（本籍）       EA  佐藤 真剛（茨城県） 
A学 位 の 種 類       EA  博士（医学） 
A学 位 記 番 号       EA  博甲第  7149 号 
A学位授与年月       EA  平成２６年１０月３１日 
A学位授与の要件       EA  学位規則第４条第１項該当 
A審 査 研 究 科       EA  人間総合科学研究科 
学位論文題目   Shrinkage temperature and anti-calcification property of 




A主 査       EA  筑波大学教授 医学博士   長田 道夫 
A副 査       EA  筑波大学教授 博士（医学） 堀米 仁志  
A副 査       EA  筑波大学講師 博士（医学） 大川 敬子 










純粋な GA溶液と Carpentier医師が推奨する GA溶液の 2つの処理方法での比較を行った。 
(対象と方法)  
実験Ⅰ：ヒト心膜架橋処理後の強度測定。架橋処理方法によって次の 4群に分けた。 
① GA群：0.6%GA (8%GAを蒸留水で希釈し 0.6％とした) 
② GA-C群：Carpentier’s recipeに準じて生成；DW 700cc・MgCl2 4g・25％GA 26cc・1M HEPES 20cc
を成分とし、NaHCO3を使用して pHを 7.4に維持．（GA濃度 0.6%） 













のに対し、TGA群では GA群、GA-C群での 10分間処理と同等の Tsが得られるためには 9～12時間
の処理時間を要した。 
実験２： 組織カルシウム濃度は、心膜：GA群；14.0±4.8 ㎍/mg・dry Wt、GA-C群；12.1±2.0 ㎍
/mg・dry Wt、TGA群；1.1±1.3 ㎍/mg・dry Wt。胸部大動脈：GA群；16.7±5.0 ㎍/mg・dry Wt、























平成 26年 8月 26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
